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１．研究概要 

現代社会ではプリウスをはじめとする

HV カーや i-MiEV などの電気自動車が普及

してきている。そのような中で今自分たち

が持っている技術力を生かし、シニアカー

を改造することで、車づくりの知識や 

ソーラーシステムについて研究する。 

 

２. 研究の具体的内容 

充電回路が壊れたシニアカーを改造し、

ソーラーカーとして復元させることにした。 

 

（１）走行実験 

まず初めに、どれくらいの走行性能が 

あるのかを走行実験をして確かめることに

した。グラフ１は、バッテリー２つを使っ

てシニアカーを走らせ、走行距離に応じて 

どれだけ電圧が低下するかを示した測定 

結果である。グラフから 11.2Km 走行すると

電圧が初期値の 25.07V から 24.29V まで、

すなわち、0.78V 低下することが分かった。 

この結果から、この値に沿った充電回路を

製作し、50W、18V のソーラーパネルを介し

て充電を行えば、バッテリーを補充電しな

がらシニアカーを走行させることができる

と思い、ソーラーシステムを用いたシニア

カーを製作することが可能だと分かった。 

 

（２）電気制御系統の構成 

  図１にソーラーカーの電気制御系統を 

示す。ソーラーパネルによって発電した電

気を鉛蓄電池に充電して、モータを駆動さ

せる。モータはアクセルで操作し、モータ・

コントローラによって制御する。 

 

グラフ１ 電圧特性図 
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図１  電気制御系統のブロック図  
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（３）充電コントローラ(図３)

  充電コントローラとは、ソーラーパネル

と鉛蓄電池の間に設置し鉛蓄電池の制御を

行う装置である。 

  市販の鉛蓄電池充電器キットを用いた。

部品は表１のものを使用した。

図により充電回路を製作した。

この充電コントローラは、DC2V(1

12V(6 セル)/1～20Ah 程度までの鉛蓄電池

を充電することが可能なもの

後は自動的にフローティング充電

電流を継続的に与えることによって電力を

蓄える方式)に切り替わる仕組みになって

いる。 

 

図２  回路図  

 

 図３ 充電コントローラ

 

 

 

)の製作 

充電コントローラとは、ソーラーパネル

と鉛蓄電池の間に設置し鉛蓄電池の制御を

市販の鉛蓄電池充電器キットを用いた。

部品は表１のものを使用した。図２の回路

により充電回路を製作した。                                 
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充電コントローラ 

表１ 充電器キットのパーツリスト

 

（４）アイソレータとバッテリー切替

製作 

  シニアカーの走行のため

規格に合わせ、バッテリーを直列に

した 24V で駆動する。充電時にはソーラー

パネルの起電力が 18V

を並列に接続する。そこで、

接続を切り替える必要がある。図５には

その回路を示す。バッテリーの

を SW1 と SW2 を使って切り替える。

   バッテリーを並列に

充電時にバッテリー間を

がある。これを防止するための

レ ー タ を 使 用 す る 。 ア イ ソ レ ー タ は

ダイオードで構成され

バッテリー間に電流が流れることを阻止

する。 

 

◆パーツリスト

基板上 

IC 723 

C2 470～2200μF 

(35V 以上)電界 

C4 1000～2200pF セ

ラミック 

VR1 500Ω 

(500〜2KΩ) 

VR2 5KΩ 

R5 7.5KΩ 

カーボン   

R6 7.5KΩ 

カーボン 

R7 1Ωあるいは 

5Ω5W 

セメント抵抗 

                                 

充電器キットのパーツリスト 

アイソレータとバッテリー切替回路の

のためには、モータの

バッテリーを直列に接続 

する。充電時にはソーラー

18V のため、バッテリー

そこで、バッテリーの

接続を切り替える必要がある。図５には 

バッテリーの直列と並列

を使って切り替える。 

バッテリーを並列に接続してしまうと、 

充電時にバッテリー間を電流が流れること

これを防止するためのアイソ  

レ ー タ を 使 用 す る 。 ア イ ソ レ ー タ は   

ダイオードで構成され、並列に接続した 

バッテリー間に電流が流れることを阻止 

◆パーツリスト 

外付け 

パワートランジスタ 

2SD1773  

  

整流用ダイオード 

S3V10(100V3.5A)×4 

もしくは 

RB40 

(ダイオードブリッジ, 

200V4A)×1 

   

 

 

小型放熱器 

 



図４ ダイオード

 

図５  バッテリー切替回路

 

 

（５）ソーラーパネル(図８)の

イレクターパイプを主な材料とし、木材

や金属などを加工した補強部品と組み

合わせ、太陽光パネルを取り付けた。

走行時では、走行の邪魔にならないよう

図６のようにパネルを折りたためるように

した。また、充電時では、太陽エネルギー

を効率よく得ることを可能にするため、

地面と平行にパネルの角度を図

替えられるようにした。 
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図７ 充電時

 

図８ ソーラーパネル
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３. 研究のまとめ 

  ソーラーシステムを用いたシニアカー

を製作したことで、車の知識を深めること

ができただけでなく、システムを開発して

いく中でソーラーシステムの便利さを 

実感することができ、とてもいい経験に 

なったと思う。反省点としては、全体的に

作業の進み が遅く な る こ と が多く 、   

システムについてくわしく研究すること

ができなかったことである。これについて

は、今後も二人で協力して少しでも研究を

したいと思う。 

 

４. 感想 

・三笘 

身の周りでソーラーパネルをよく見かけ

るようになり、簡単に扱えるイメージが 

あったが、どんな天候でも効率よく充電 

するための制御機能や、パネルの角度を 

変えるためにどのような設置をするかなど、

配慮する点が多くあった。製作する上で 

特に、走行時と充電時の切り替えを行う 

ための回路を考えるのが難しかった。全体

的に自分が苦手とする分野だったので、 

作業が上手く出来ないことばかりだったが、

アイソレータなどの今まで座学で学んだ 

ものを実際に製作したことで、少しは苦手

を克服出来たと思う。また、ものづくりを

する企業に就職することもあり、作ること

で精一杯にならないで、メンテナンスを 

しやすいように組み立てる必要がある  

ということなどを学ぶことができた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・坂口 

  小学生のころに模型のソーラーカーを製

作したことがあったため、経験を生かすこ

とができると思ったが、実際に研究を始め

てみると充電コントローラやアイソレータ

など専門的な用語ばかり出てきて言葉の意

味を理解するのが大変だった。そのため、

ソーラーパネルの取り付け方やアイソレー

タの製作に多くの時間を使ってしまい研究

というよりは主に回路の製作が中心に  

な っ て し ま っ た の で 、 時 間 が あ れ ば    

システムについての研究もしたかった。 

ただ、自分の好きな分野だったこともあり、

今回の研究でした作業に積極的に取り組む

ことができたという点は良かったと思う。 

  課題研究を通して、計画することや協力

して物事を進める大切さ、ものをつくるこ

との難しさを学ぶことができた。この経験

を生かし、企業に就職した際には、培った

技術や知識を生かし、エコな製品をつくる

ことができるよう努力していきたいと思う。 
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